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（百万円未満切捨て） 
１．平成23年12月期第２四半期の連結業績（平成23年１月１日～平成23年６月30日） 
（１）連結経営成績（累計）                                                  （％表示は、対前年同四半期増減率） 

 売  上  高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

 百万円        ％ 百万円        ％ 百万円        ％ 百万円        ％

23年 12月期第２四半期   15,098 △28.5 235 △61.4 113  △79.6 △185  ―
22年12月期第２四半期  21,109  10.9 609   ― 559   ― △230  ―

 

 
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後
１株当たり四半期純利益

 円   銭 円   銭

23年 12月期第２四半期 △1,488 45 ― ―
22年12月期第２四半期 △1,851 79 ― ―

 
（２）連結財政状態 

 総  資  産 純  資  産 自己資本比率 １株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円   銭

23年 12月期第２四半期 15,887 6,183 33.6 42,884.32
22年 12月期 14,866 6,190 37.1  44,210.04

(参考)自己資本 23年12月期第２四半期      5,343百万円 22年12月期             5,509百万円 

 
２．配当の状況 

年間配当金    
 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期  末 合  計    

 円   銭 円   銭 円   銭 円   銭 円   銭   
22年 12月期 ―  0.00 ― 0.00 0.00   
23年 12月期 ―  0.00   

23年 12月期(予想)    ― 0.00 0.00   

(注)当四半期における配当予想の修正有無 ：無 

 
３．平成23年12月期の連結業績予想（平成23年１月１日～平成23年12月31日） 

（％表示は、通期は対前期増減率） 

 売  上  高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円     ％ 百万円     ％ 百万円     ％ 百万円     ％ 円   銭

通  期 33,823 △1.6 820 64.6 623 238.4 159 ― 1275.94

(注)当四半期における業績予想の修正有無 ：無 



 

４．その他  （詳細は、【添付資料】P.３「その他」をご覧ください。） 
 

（１）当四半期中における重要な子会社の異動 ：無 

 新規 ―社 (社名)  、除外 ―社 (社名)  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 
 

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ：有 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 
 

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

① 会計基準等の改正に伴う変更 ：有 

② ①以外の変更 ：無 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原

則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 
 

（４）発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 23年12月期２Ｑ 124,614株 22年12月期 124,614株

② 期末自己株式数 23年12月期２Ｑ ―株 22年12月期 ―株

③ 期中平均株式数(四半期累計) 23年12月期２Ｑ 124,614株 22年12月期２Ｑ 124,614株

 
 
（※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示） 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の
開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続が実施中であります。 

 
（※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項） 
上記に記載した業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した予想であり、経済情勢や為替変動等、
多分に不確定な要素を含んでおります。そのため実際の業績は、現状の変化等により、上記の予想と大きく異
なる結果となる可能性があります。 
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済情勢は、年初は高成長を維持している新興国の需要拡大やエコポ

イント制度等の経済政策による下支えにより国内の企業業績は緩やかな回復傾向が見られました。しかしながら、

平成23年3月11日に発生いたしました東日本大震災により、社会インフラが甚大な被害を受けサプライチェーンが

寸断されたことや、電力供給不足による生産活動停滞等といった深刻な影響を受け、企業業績の下押し圧力が強く

なるとともに個人消費の落ち込みや、円高、株安が進行し、今後の日本経済の先行きは不透明感が増す状況となっ

てまいりました。 

このような状況の中、当社グループは、従来と同様、自動車市場が急激に拡大する中華人民共和国（以下「中

国」という）を中心に東南アジア諸国およびその周辺国において、主に欧州メーカーブランドの商品によって多国

間の貿易ルートを確保することにより自動車市場の流通の活性化と収益拡大に努めてまいりました。 

上記の結果、当第２四半期会計期間の連結業績は、前第２四半期連結会計期間に連結範囲の変更があったことか

ら、売上高は76億６百万円（前年同四半期比15.4％減）、営業利益は１億77百万円（同12.6％増）、経常利益は為

替差損１億11百万円を計上したこと等より９百万円（同87.1％減）、四半期純損失は１億55百万円（前年同四半期

３億46百万円の四半期純損失）となりました。 

  
 セグメントの業績は次のとおりであります。  

①日本 

日本国内における中古車買取・販売事業につきましては、当第２四半期連結会計期間末の「アップル」フランチ

ャイズ店舗数は202店舗（前連結会計年度末は204店舗）となりました。また東南アジア諸国に対する中古車輸出事

業は、長引く円高の影響を緩和するべく、三国間取引により為替変動の影響を低減させる取り組みを一部行ってい

るものの、昨年11月以降1ドルあたり80円前後で推移している円高の影響から、当第２四半期連結会計期間におけ

る日本の売上高は24億75百万円、営業損失は41百万円となりました。 

 東日本大震災の影響につきましては、フランチャイズ１店舗のみが休業中であるほかは、従業員に人的被害はな

く、業績に与える影響は軽微であります。 

  

②中国 

 中国汽車工業協会が平成23年７月に公表した１～６月の新車販売台数累計は、小型車減税の打ち切り、ガソリン

価格の上昇、北京市など主要都市で導入されたナンバープレートの発給枚数制限等の影響で、前年同期比3.4%増の

932万5,200台と伸び率は鈍化したもの、米国の販売台数を約300万台上回り、世界１位の市場を維持しておりま

す。さらに、当社の主力商品であるメルセデスベンツについては、ダイムラーが平成23年７月21日に公表した中国

国内の平成23年１～６月の新車販売台数累計は前年同期比59%増の９万5,030台となり過去最高を記録しました。 

 中国国内における新車関連事業については、当第２四半期連結会計期間の販売台数は順調に増加しているもの

の、前第２四半期連結会計期間において、連結範囲の変更があったことから、当第２四半期連結会計期間の新車関

連事業の売上高は51億30百万円、営業利益は２億18百万円となりました。 

  
  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 
①貸借対照表 

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末（平成22年12月末）と比較して10億21百万円
増加して158億87百万円となりました。 

これは、現金及び預金が10億円増加したことによるものであります。 
 負債は、前連結会計年度末と比較して10億27百万円増加して97億04百万円となりました。 

これは、支払手形及び買掛金が２億27百万円増加、短期借入金が４億25百万円増加、長期借入金が２億81百万円
増加したことによるものであります。 

純資産は、前連結会計年度末と比較して６百万円減少して61億83百万円となり、自己資本比率は33.6％となりま
した。 

  
②キャッシュ・フロー 

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末（平成22年12月末）と比較して
８億16百万円増加して23億46百万円となりました。当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状
況とそれらの要因は以下のとおりであります。 
（営業活動によるキャッシュ・フロー） 
 税金等調整前四半期純利益81百万円となりましたが、仕入債務の増加による収入２億42百万円、未収入金の減
少による収入80百万円、未払金の増加による収入95百万円があったことなどから、４億56百万円の収入（前年同
四半期は１億26百万円の収入）となりました。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 
 定期預金の払戻による収入３億92百万円、定期預金の預入による支出６億２百万円、有形固定資産の取得によ
る支出２億93百万円があったことなどから、３億98百万円の支出（前年同四半期は17億91百万円の支出）となり

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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ました。 
（財務活動によるキャッシュ・フロー） 
 短期借入金の増加による収入４億60百万円、長期借入金の増加による収入４億60百万円があったことなどか
ら、７億57百万円の収入（前年同四半期は６億48百万円の収入）となりました。 
  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 
 当第２四半期以後も東日本大震災による種々の影響が懸念され、先行きが見通し難い状況で推移することが想
定されます。しかし、当社グループの主な商品は欧州メーカーブランドによるものであり、主な市場も中国及び
東南アジア諸国となっていることから当連結会計年度の業績の見通しにつきましては、現時点では平成23年２月
18日公表の連結業績予想に変更はございません。 
 なお、上記の予想は当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実
際の業績については様々な要因により変動する可能性があります。 

  

（１）重要な子会社の異動の概要（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 
 当第１四半期連結会計期間において、CARLYNA TRADING COMPANY LIMITEDの株式を売却したため、連結の範囲か
ら除外しております。  
  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 
１.簡便な会計処理  
①たな卸資産の評価方法 

 当第２四半期連結会計期間末のたな卸高の算出に関しては、実地たな卸を省略し、前連結会計年度末の実地た
な卸高を基礎として合理的な方法により算定しております。 
 また、たな卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積
り、簿価切下げを行う方法によっております。  

②固定資産の減価償却費の算定方法  
 定率法を採用している固定資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法
によっております。 

③繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法  
 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生
状況に著しい変化がないと認められる場合に、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プ
ランニングを利用する方法を適用しております。 

２．四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理  
 税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適
用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただし、
見積実効税率を使用できない場合には、税引前四半期純利益に法定実効税率を乗じて計算しております。  
 なお、法人税等調整額は、「法人税等合計」に含めて表示しております。 
  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 
①企業結合に関する会計基準等の適用  
 当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31
日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を
適用しております。 
 これにより、当第２四半期連結累計期間の営業利益及び経常利益はそれぞれ382千円減少し、税金等調整前四半
期純利益は8,427千円減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は25,704千
円であります。  

②表示方法の変更  
（四半期連結損益計算書関係） 
 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用
語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適
用により、当第２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。 
 前第２四半期連結累計期間において、営業外費用の「その他」に含めて表示しておりました「為替差損」は営
業外費用総額の100分の20を超えたため、当第２四半期連結累計期間では区分掲記することとしました。なお、前
第２四半期累計期間の営業外費用の「その他」に含まれる「為替差損」は10,942千円であります。 
 前第２四半期連結累計期間において、特別損失の「その他」に含めて表示しておりました「固定資産売却損」
は、特別損失総額の100分の20を超えたため、当第２四半期連結累計期間では区分掲記することとしました。な
お、前第２四半期累計期間の特別損失の「その他」に含まれる「固定資産売却損」は5,434千円であります。 
（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係） 
 前第２四半期連結累計期間において、「営業活動によるキャッシュ・フロー」に区分掲記していた「預け金の
増減額」は、当第２四半期連結累計期間におりて、金額的重要性が乏しくなったため「その他」に含めておりま
す。 

なお、当第２四半期連結累計期間における「預け金の増減額」は2,158千円であります。 

  

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 6,677,630 5,676,801

受取手形及び売掛金 4,506,345 4,698,456

商品及び製品 2,766,586 2,393,717

原材料及び貯蔵品 1,200 1,294

前渡金 153,445 236,114

その他 1,173,478 1,278,862

貸倒引当金 △2,069,700 △1,965,481

流動資産合計 13,208,986 12,319,763

固定資産   

有形固定資産 763,844 638,698

無形固定資産 337,713 347,262

投資その他の資産 1,576,939 1,559,642

固定資産合計 2,678,497 2,545,603

繰延資産 － 960

資産合計 15,887,483 14,866,327

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,980,598 1,752,843

短期借入金 6,085,685 5,659,980

未払法人税等 98,550 88,672

その他 1,105,109 1,036,186

流動負債合計 9,269,943 8,537,683

固定負債   

長期借入金 390,664 109,128

退職給付引当金 1,567 1,796

その他 41,841 27,639

固定負債合計 434,072 138,563

負債合計 9,704,016 8,676,247
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年12月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,816,489 4,816,489

資本剰余金 165,687 2,078,897

利益剰余金 302,043 △1,425,683

株主資本合計 5,284,220 5,469,703

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 63,959 87,300

為替換算調整勘定 △4,188 △47,813

評価・換算差額等合計 59,771 39,486

少数株主持分 839,475 680,890

純資産合計 6,183,467 6,190,079

負債純資産合計 15,887,483 14,866,327
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年６月30日) 

売上高 21,109,886 15,098,617

売上原価 18,774,705 13,605,235

売上総利益 2,335,180 1,493,381

販売費及び一般管理費 1,725,674 1,258,328

営業利益 609,506 235,052

営業外収益   

受取利息 9,258 7,174

受取手数料 24,573 4,859

保険代行収入 27,400 16,007

持分法による投資利益 － 21,513

その他 18,033 25,973

営業外収益合計 79,265 75,529

営業外費用   

支払利息 98,309 123,824

為替差損 － 43,722

その他 31,450 29,117

営業外費用合計 129,759 196,664

経常利益 559,012 113,917

特別利益   

固定資産売却益 285 1,402

関係会社株式売却益 － 10,000

特別利益合計 285 11,402

特別損失   

固定資産売却損 － 12,929

減損損失 188,284 －

子会社株式売却損 － 23,278

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 8,045

その他 58,550 －

特別損失合計 246,835 44,253

税金等調整前四半期純利益 312,462 81,065

法人税等 243,890 113,913

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △32,847

少数株主利益 299,330 152,634

四半期純損失（△） △230,758 △185,482
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 312,462 81,065

減価償却費 88,608 74,010

減損損失 188,284 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） 48,999 190,855

退職給付引当金の増減額（△は減少） △331 △229

受取利息及び受取配当金 △9,887 △11,674

支払利息 98,309 123,824

売上債権の増減額（△は増加） 661,368 74,282

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,912,483 △398,746

仕入債務の増減額（△は減少） 1,496,287 242,372

未収入金の増減額（△は増加） △1,505,009 80,668

未払金の増減額（△は減少） 1,376,013 95,772

その他 △500,963 130,349

小計 341,658 682,550

利息及び配当金の受取額 27,359 12,465

利息の支払額 △97,276 △129,209

法人税等の支払額 △145,410 △109,416

営業活動によるキャッシュ・フロー 126,330 456,390

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △1,136,516 △602,698

定期預金の払戻による収入 － 392,190

有形固定資産の取得による支出 △319,182 △293,364

有形固定資産の売却による収入 85,729 96,154

投資有価証券の取得による支出 △300,002 －

子会社株式の取得による支出 △146,508 －

その他 24,841 9,423

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,791,638 △398,293

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 809,454 460,231

長期借入れによる収入 20,000 460,000

長期借入金の返済による支出 △144,188 △125,500

社債の償還による支出 △30,000 △30,000

配当金の支払額 △1,152 －

リース債務の返済による支出 △6,107 △6,818

財務活動によるキャッシュ・フロー 648,005 757,912

現金及び現金同等物に係る換算差額 9,493 780

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,007,808 816,790

現金及び現金同等物の期首残高 3,253,584 1,529,628

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

△353,580 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,892,195 2,346,419
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 該当事項はありません。   

  

前第２四半期連結累計期間（自 平成22年１月１日 至 平成22年６月30日） 

 自動車販売関連事業の売上高及び営業利益の金額は、全セグメントの売上高の合計及び営業利益の金額の合計額に

占める割合がいずれも90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。 

  

前第２四半期連結累計期間（自 平成22年１月１日 至 平成22年６月30日） 

 （注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。 

２．その他に属する地域の内訳は、以下のとおりです。 

  その他……香港特別行政区、タイ王国 

３．所在地区分の変更 

 従来、「香港特別行政区」としていた所在地区分の重要性が乏しくなったこと、また前連結会計年度におい

て新たに連結範囲に含めたタイ王国の子会社CARLYNA TRADING COMPANY LIMITEDの経営成績が当第１四半期連

結累計期間より反映されることに伴い、これらの所在地を「その他」として区分表示することに変更しまし

た。 

前第１四半期連結累計期間（自 平成22年１月１日 至 平成22年６月30日） 

 （注）１．国または地域の区分は、地理的近接度により区分しております。 

２．本邦以外の区分に属する主な国または地域 

その他の地域……ブルネイ・ダルサラーム国、アラブ首長国連邦、ミャンマー連邦等 

３．海外売上高は、当社および連結子会社の本邦以外の国または地域における売上高であります。 

４．従来、区分掲記しておりました「香港特別行政区」は、当連結累計期間において当該セグメントの海外売上

高の重要性がなくなったため、「その他の地域」として一括して記載しております。なお、当連結会計年度に

おける当該セグメントの海外売上高、連結売上高に占める海外売上高の割合はそれぞれ12,390千円、0.1%であ

ります。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

【事業の種類別セゲメント情報】

【所在地別セグメント情報】

  
日本 

（千円） 

中華人民 
共和国 
（千円） 

その他 
（千円） 

計 
（千円） 

消去又は全社 
（千円） 

連結 
（千円） 

売上高              

（１）外部顧客に対する売上高  9,935,995  11,096,409  77,481  21,109,886  ―  21,109,886

（２）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 267,242  52,830  ―  320,072  (320,072)  ―

計  10,203,238  11,149,239  77,481  21,429,958  (320,072)  21,109,886

営業利益又は営業損失（△）  296,135  743,270  △107,559  931,845  (322,339)  609,506

【海外売上高】

  
中華人民
共和国 

マレーシア タイ王国 
インドネシ
ア共和国 

シンガポー
ル共和国 

その他の
地域 

計 

Ⅰ 海外売上高

（千円） 
 11,104,157  2,516,526  1,815,415  3,609,766  84,197  314,540  19,444,603

Ⅱ 連結売上高

（千円） 
   ―  ―  ―  ―  ―  ―  21,109,886

Ⅲ 連結売上高

に占める海

外売上高の

割合（％） 

 52.6  11.9  8.6  17.1  0.4  1.5  92.1
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１．報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会

が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

 当社グループの事業である自動車販売関連事業のうち「日本」、「中国」を報告セグメントとして包括的な戦略を

立案し、事業活動を展開しております。 

 「日本」は、国内一般ユーザー等から買取及び国内オートオークションから仕入れた中古車を海外の輸出業者へ販

売をしております。また、国内一般ユーザ等から中古車の買取を行い、国内オートオークション、中古車販売業者へ

の販売ならびに中古車買取店のフランチャイズビジネスの展開を行っております。「中国」は、中華人民共和国にお

いて、新車販売事業を行っております。  

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

 当第２四半期連結累計期間（自平成23年１月１日 至平成23年６月30日） 

                                  （単位：千円）   

（注）セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。  

  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報  

 該当事項はありません。  

  

（追加情報） 

 当第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年３

月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年３

月21日）を適用しております。 

  

 当社は、平成23年３月30日開催の第16回定時株主総会の決議に基づき、平成23年３月30日をもって下記の通り資

本準備金の減少及び剰余金の処分を行いました。 

 資本準備金の額の減少及び剰余金の処分の内容 

（１）会社法第448条第１項の規定に基づき、平成22年12月末時点の資本準備金を減少させ、その他資本剰余金に

振り替えました。  

 ①減少した準備金の額  

②増加した剰余金の額  

（２）会社法第452条の規定に基づき、上記資本準備金振替後のその他資本剰余金にて繰越利益剰余金の欠損を填

補致しました。 

①減少した剰余金の額  

②増加した剰余金の額  

  

  

【セグメント情報】

  
報告セグメント  

合計 
日本  中国 

 売上高 

  外部顧客への売上高 

  

 5,328,606

  

 9,770,010  15,098,617

  セグメント間の内部売上 

  高又は振替高 
 ―  ―  ―

計  5,328,606  9,770,010  15,098,617

  セグメント利益又は損失

（△） 
 △142,700  377,753  235,052

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

資本準備金  円 1,913,209,641

その他資本剰余金  円 1,913,209,641

その他資本剰余金  円 1,913,209,641

繰越利益剰余金  円 1,913,209,641
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